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研究成果の概要：公共空間と場所アイデンティティの再編について、地理思想史、理論的研究、

経験的研究の観点から検討を行った。研究成果として、『空間・社会・地理思想』10(2006)、『空
間・社会・地理思想』11(2007)、『空間・社会・地理思想』12(2008)を毎年刊行したほか、英文
報告書として『Reorganization of public spaces and identity of place in the time of 
globalization: Japanese contribution to the history of geographical thought(10)』(2009)を刊
行した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 5,900,000 1,770,000 7,670,000 

２００７年度 4,700,000 1,410,000 6,110,000 

２００８年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

年度  

  年度  

総 計 15,000,000 4,500,000 19,500,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：人文地理学 
キーワード：公共空間、場所アイデンティティ、人文地理学、地理思想史、社会理論 
 
１．研究開始当初の背景 
グローバル化の進展によって、人間と場所
および空間との関係は大きな転換を経験し
つつある。場所アイデンティティは所与の自
明のものではなくなり、それをめぐる社会・
文化的実践は政治・経済の変動と接合しつつ、
多くの葛藤と抵抗を生み出す場となった。ま
た「公共空間」も私有化によってその本来の
機能を変質させ、他者を排除する空間になり
つつある。 
このように、地理学においても、グローバ

ル化に伴う公共空間と場所アイデンティテ

ィの再編について、現象の把握にとどまらず、
社会理論の展開を踏まえて検討する必要性
は極めて大きい。 
 本研究組織は、1978 年以来の伝統を持つ
地理思想史および社会理論に関する科研グ
ループの流れを引き継ぐもので、研究分担者
及び連携研究者の多くが、これまでの科研費
による研究に継続的に参加し、地理思想史お
よび欧米における社会理論の展開に最も造
詣の深い集団である。こうした豊富な研究蓄
積を踏まえて、それぞれの研究メンバーが、
それぞれのスタンスで公共空間と場所アイ
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デンティティの再編について取り組むこと
にした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、上述したような研究の背
景を踏まえて、グローバル化時代における公
共空間と場所アイデンティティの変容と再
編成を、思想史的考察、理論的探究、経験的
研究を密接に関連させることによって、より
根源的に解明することにある。 
 
３．研究の方法 
本研究は、こうした現状を批判的に分析す
るため、思想史、理論、経験研究を有機的に
連関させる研究手法を取り、①社会・地理思
想史研究、②先端理論研究、③場所アイデン
ティティ研究、④公共空間研究、の各研究班
を組織してそれぞれの成果を統合すること
で、新しい地理学的社会理論と開かれた社会、
空間、場所の在り方の再構築を目指した。 
 本研究では、上記の目的を達成するために、
研究メンバーを以下の４班に分けて研究に
取り組んだ。 

研究組織 研究メンバー 

①社会・地理思想史

研究班 

山野、源、久武、島津

②先端理論研究班 高木、堤、山崎、中島、

今里 

③場所アイデンティ

ティ研究班 

内田、荒山、大城、福

田、神田 

④公共空間研究班 山本、熊谷、水内、遠

城、加藤 

 
４．研究成果 
(1)全体的な成果  
 本研究グループは、1978 年にスタートした
地理思想科研の流れをくむもので、これまで
にも、日本の地理学界において、地理思想史
と欧米の社会理論の展開に関して造詣が深
く、すぐれた経験的研究も数多く蓄積してき
た。これらの研究成果は、英文報告書である
『Japanese contribution to the history of 
geographical thought』シリーズ９冊の刊行
と、『空間・社会・地理思想』の９冊の刊行
によって、広く国内外に公表されてきた。 
本研究は、これまでの研究成果を踏まえて、

新たに『空間・社会・地理思想』No.10-12
を、それぞれ、2006年、2007年、2008年に
刊行するとともに、『Japanese contribution 
to the history of geographical thought(10)』
として、『Reorganization of public spaces 
and identity of place in the time of 
globalization』を 2009年に刊行した。 

 
(２)個別の成果 
以下では、上記研究方法で述べた４つの研
究班ごとに成果の概要を述べていく。 
①社会・地理思想史研究 
 知の空間論の視点から、20世紀初頭におけ
る日本の地理思想の特質や場所アイデンテ
ィティに関する考察を進めた。その成果とし
て、島津(2007)（雑誌論文⑯）があげられる。 
 また、源は地理学者と軍部との関わりにつ
いて考察を進め、源(2009)(雑誌論文②)や源
(2007)（図書⑥「空間・社会・地理思想」11
所収）を発表した。 
②先端理論研究 
 本班においては、文化・社会地理学の新た
な方法と視座に関する理論的研究を行うと
ともに、それらを踏まえつつ、公共空間と「社
会的正義」の再構築の問題に関する経験的な
研究に取り組んだ。 
 具体的な成果として、第一に、今里
(2009)(図書②)や Imazato(2007)(雑誌論文
⑬)をあげることができる。両論文は、これま
で、ともすれば、「人文主義地理学」として
一括りに理解されがちであったレイ、トゥア
ン、レルフという３人の人文主義地理学者を、
それらの方法論が一枚岩的なものではなく
多様な性格を有するものだと再解釈したも
のである。 
また、中島(2008)（雑誌論文⑧）および中

島(2009)(図書②)は、沖縄の公共空間をめぐ
る平和運動と環境保全運動の展開過程を明
らかにしたものである。 
さらに、山崎は欧米政治地理学における領
域性をめぐる議論について検討し、サックの
『人間の領域性－その理論と歴史』の部分訳
を『空間・社会・地理思想』No.11 誌上に掲
載するとともに、沖縄における公共空間の再
編と場所アイデンティティに関する研究と
して、山崎(2007，2008a,b)(雑誌論文⑱・⑩・
⑪)を発表するとともに、都市における安全問
題として、山崎(2009)(雑誌論文③)を発表し、
公共空間の安全問題に関する先端理論の紹
介に努めた。 
最後に、高木(2009)(雑誌論文①)は、最新
の地政学理論を踏まえて、戦中期における日
本の地政学の特徴を再検討したものである。 
 
③場所アイデンティティ研究 
 本班は、新たな理論展開の著しい「場所論」
を参照しつつ、グローバルとローカルの二者
択一に囚われないグローカルとしての場所
の記述と理解に努めた。 
 主な研究成果として、内田(2008)(雑誌論文
⑨)や、福田(2008a,b)(雑誌論文⑥・⑦)、神田
(2009)(雑誌論文④)、水内・加藤・大城編
(2008)(図書⑤)などがある。 
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④公共空間研究 
 本班は、変動著しい都市社会・空間をフィ
ールドにして、「公共空間」の現況を批判的
に検討した。 
 主な成果として、Ymamoto(2009)(図書①)、
水内(2006)(図書⑨)、遠城(2008)(雑誌論文
⑫ )や遠城 (2009)( 図書②・③ )、加藤
(2007)(雑誌論文⑭)、水内・加藤・大城
(2008)(図書⑤)などがある。 
 
(３)その他の成果 
 上記の成果で指摘できなかった成果とし
て、以下の点を指摘することができる。 
①『空間・社会・地理思想』No.10-12 におけ
る欧米の先端理論・方法論に関する文献の翻
訳： 
 これについては、上述の『人間の領域性』
を含めて、合計 11 本の論文・著書の翻訳を
掲載した。 
②内外での国際学会における積極的な成果
の発表： 
 これについては、研究期間の間に内外で開
催された国際学会に積極的に参加し、報告を
行い、研究成果を広く海外にも伝えることが
できた。発表内容の多くは、現時点では、活
字として報告されてはいないものの、特筆す
べき成果の一つとして指摘しておきたい。主
な学会名として、2006 年度は世界政治学会、
第４回東アジアオルタナティブ地理学者会
議。2007 年度は第５回批判地理学者国際会議、
2008 年度は、日本・アジア学会、第３回中国・
日本・韓国地理学者会議、第５回東アジアオ
ルタナティブ地理学者会議、を指摘しておく。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計１８件） 
①高木彰彦、雑誌『地政学』にみる日本の地
政学の特徴、史淵、146、185-203、2009、
査読無し 

②源 昌久、日本の兵要地誌に関する一研究
－中国地域を中心に、小林 茂編『近代日
本の地図作成とアジア太平洋地域－「外邦
図」へのアプローチ』、256-298、2009、査
読無し 

③山﨑孝史、地域安全と地理学研究、地理、
54-1、36-45、2009、査読無し 

④神田孝治、吉野熊野国立公園の指定と熊の
風景の変容、和歌山大学観光学部設置記念
論集、99-113、2009、査読無し 

⑤神田孝治、近代期の和歌山県における観光
地の形成とその背景、地域研究シリーズ、
33、1-21、2008、査読無し 

⑥福田珠己、「ホーム」の地理学をめぐる最
近の展開とその可能性－文化地理学の視

点から、人文地理、60-5、403-422、2008、
査読有り 

⑦福田珠己、過去と未来の間で－目に見えな
い領域に挑む文化遺産の現在、環境と公害、
38-1、9-15、2008、査読有り 

⑧中島弘二、沖縄における自然保護運動と基
地反対運動の展開、金沢大学文学部論集、
28、77-94、2008、査読無し 

⑨内田忠賢、よさこい系イベントがもつ都市
祝祭の運命、都市問題、99-1、73-79、2008、
査読無し 

⑩山﨑孝史、軍治優先主義の経験と地域再開
発戦略－沖縄「基地の町」三態、人文研究、
59、71-96、2008、査読無し 

⑪山﨑孝史、USCAR 文書からみた A サイン制
度と売春・性病規制、沖縄県公文書館研究
紀要、10、39-52、2008、査読無し 

⑫遠城明雄、明治後期の都市社会の一断面、
史淵、145、243-268、2008、査読無し 

⑬ Imazato Satoshi, Rethinking the 
Humanistic Approach in Geography, 人文
地理、59、508-532、2007、査読有り 

⑭加藤政洋、都市編成と『植民地なき植民地
主義』、立命館大学言語文化研究、19、
117-129、2007、査読無し 

⑮荒山正彦、大阪商船と近代ツーリズム－二
つのツーリズム空間という視点から、人文
論究、57、1-24、2007 

⑯島津俊之、小川琢治と紀州－知の空間論の
視点から、地理学評論、80-14、887-906、
2007、査読有り 

⑰島津俊之、明治・大正期における「熊野百
景」と風景の生産、人文地理、59-1、7-26、
2007、査読有り 

⑱山﨑孝史、戦後沖縄の境界・領域と政治行
動－領土の分離・統合と闘争のイデオロギ
ー、史林、90-1、179-209、2007、査読無
し 

 
〔学会発表〕（計 35件） 
①福田珠己、「郷土」の視覚化－棚橋源太郎
の博物館論を中心に、日本地理学会春季学
術大会、2009 年 3 月 29 日、帝京大学 

②遠城明雄、第一次世界大戦後の日本の地方
都市における地域住民組織、日本地理学会
春季学術大会、2009 年 3 月 29 日、帝京大
学 

③熊谷圭知、グローバル化時代の世界地誌を
考える－パプアニューギニアの視点から、
日本地理学会春季学術大会、2009 年 3 月
29 日、帝京大学 

④Yamazaki Takashi, United States in world 
affairs after Bush: Geopolitical and 
geoeconomic perspectives from abroad,  
Political Geography Plenary Session, 
The Association of American Geographers 
105th Annual Meeting, 2009 年 3 月 25 日、
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ラスベガス・リビエラホテル（米国） 
⑤Yamazaki Takashi, The militarization of 
a local community by the U.S. military 
presence: The case of pre-reversion 
Okinawa, Japan, The Association of 
American Geographers 105th Annual 
Meeting, 2009 年 3 月 23 日、ラスベガス・
コンベンションセンター（米国） 

⑥Yamazaki Takashi, The impact of U.S. 
military presence on local politics in 
pre-reversion Okinawa, Japan, 22nd 
Annual Political Geography Specialty 
Group Pre-conference, 2009年3月21日、
ラスベガス・プラザホテル（米国） 

⑦島津俊之、国土調査期間としての内務省地
理局－官庁の学問的実践をめぐって、第 33
回地学史研究会、2008 年 12 月 20 日、早稲
田奉仕園 

⑧ Onjo Akio, Local festival and the 
construction of local community in 
contemporary Japan, 5th East Asian 
Regional Conference in Alternative 
Geographies, 2008 年 12 月 15 日、ソウル
大学校（韓国） 

⑨Tsutsumi Kenji, Over neoliberal social 
capitalism: Social capital and 
revitalization of depopulation in rural 
Japan, 5th East Asian Regional Conference 
in Alternative Geographies, 2008 年 12
月 15 日、ソウル大学校（韓国） 

⑩Takagi Akihiko, Recent re-structuring 
of municipalities in Japan, 5th East 
Asian Regional Conference in 
Alternative Geographies, 2008 年 12 月
14 日、ソウル大学校（韓国） 

⑪ Oshiro Naoki, Whose appropriation?: 
Changing cultural urban landscapes in 
Okinawan cities, 5th East Asian Regional 
Conference in Alternative Geographies, 
2008 年 12 月 14 日、ソウル大学校（韓国） 

⑫ Fukuda Tamami, Whose memories are 
reflected in a landscape?: Under the 
system for protecting cultural 
landscapes, 5th East Asian Regional 
Conference in Alternative Geographies, 
2008 年 12 月 14 日、ソウル大学校（韓国） 

⑬Kanda Koji, Holy place and imaginations: 
A case study of Ise Shrine in Japan, 5th 
East Asian Regional Conference in 
Alternative Geographies, 2008 年 12 月
14 日、ソウル大学校（韓国） 

⑭Nakashima Koji, Sovereign power, people 
and nature: Grassroots antiwar 
movements and alternative productions 
of nature, 5th East Asian Regional 
Conference in Alternative Geographies, 
2008 年 12 月 13 日、ソウル大学校（韓国） 

⑮山﨑孝史、現代地政学への批判的アプロー
チ－マルチスケールの視角と地政言語の
分析人文地理学会大会、2008年11月9日、
筑波大学 

⑯高木彰彦、離島における市町村合併後の行
政の実情－対馬市・壱岐市の事例、経済地
理学会中部支部例会、2008 年 11 月 1 日、
中部大学名古屋キャンパス 

⑰神田孝治、日本統治期の台湾における国立
公園の風景と心象地理、人文地理学会第
111 回歴史地理研究部会、2008 年 8 月 26
日、京都大学 

⑱島津俊之、内務省地理局の地図作製とコミ
ュニケーション－空間掌握をめぐる官庁
地理学（Official Geography）の一実践、
シンポジウム「歴史の中の地図 III 近代
国家形成と地図作成－比較史的視点から」、
2008 年 7 月 12 日、東京大学 

⑲Takagi Akihiko, Japanese geographers’ 
commitment to geopolitics during 
wartime, The Twelfth Asian Studies 
Conference Japan, 2008 年 6 月 22 日、立
教大学 

⑳中島弘二、戦後日本における国土緑化運動
の展開－「社会的自然」の観点から、関西
社会学会大会シンポジウム、2008 年 5 月
25 日、松山大学 

○21遠城明雄、地域住民組織の変動からみた
1920 年代の日本の都市社会、東北地理学
会・歴史地理学会合同大会、2008 年 5 月
17 日、宮城大学 

○22 Shimazu Toshiyuki, Academic official 
and popular geographies in Meiji Japan: 
1868-1900, 5th International Conference 
of Critical Geography, 2007年12月5日、
タタ社会科学部（インド） 

○23遠城明雄、近年の「空間スケール」研究に
関する若干の紹介、人文地理学会大会、
2007 年 11 月 18 日、関西学院大学 

○24山﨑孝史、軍治優先主義の経験と地域再開
発における自治体戦略、人文地理学会大会、
2007 年 11 月 18 日、関西学院大学 

○25山﨑孝史、USCAR 文書からみた米軍統治と
コザ、日本地理学会秋季学術大会、2007 年
10 月 7 日、熊本大学 

○26Tsutsumi Kenji, Social ties and social 
capital, 4th Workshop on Socail Capital 
and Development Trends in Japanese and 
Swedish Countryside, 2007 年 8 月 21 日、
北海学園大学 

○27 Yamazaki Takashi, Experiences of 
militarism and the politics of urban 
redevelopment, Association of American 
Geographers 103rd Annual Meeting, 2007
年 4 月 19 日、 サンフランシスコ 

○28 Yamazaki Takashi, The exercise of 
territoriality for the governance of 
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Okinawa, 20th Annual Political Geography 
Special Group, 2007 年 4 月 16 日、 カリ
フォルニア大バークレー校 

○29山野正彦、タイの仏教宇宙図と巡礼図、人
文地理学会大会、2006 年 11 月 12 日、近畿
大学 

○30内田忠賢、増殖する都市祝祭とローカリズ
ム－「よさこい／YOSAKOI 系祭り」をめぐ
って、人文地理学会大会、2006 年 11 月 12
日、近畿大学 

○31山﨑孝史、沖縄統治における「領域性」の
行使－米軍文書にみる「オフ・リミッツ」
の実態、人文地理学会大会、2006 年 11 月
12 日、近畿大学 

○32水内俊雄、田中靖記、林 修平、福田 淳、
山西麻衣、中間居住施設を利用したＮＰＯ
などによるホームレスへの生活・就労支援、
人文地理学会大会、2006 年 11 月 12 日、近
畿大学 

○33熊谷圭知、パプアニューギニア－新しい地
（域）誌をめざして、人文地理学界大会、
2006 年 11 月 11 日、近畿大学 

○34 TAKAGI Akihiko & Michoudet, Cécile,  
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